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点と直線の最長経路 

 

 円周をいくつかの点で等分し，点と点を（きまり１）～（きまり３）にしたがって，直線で結びます。 

 （きまり１）どの点から出発しても，直線を通ってすべての点に行けるようにする 

 （きまり２）ある点から別の点に引ける直線は１本まで 

点が４個の場合，（きまり１）と（きまり２）にしたがうと，図１～３のように直線を引くことができます。 

 

   図１     図２     図３ 

 

 

 

 

 図１は直線が３本で，左下の点から右下の点に進むのに直線を３本通らなければならないので，最長経路

は３となります。図２は直線が３本で最長経路が２，図３は直線が６本で最長経路が１です。また，点が４

個の場合，直線は３本以上６本以下となります。ここで，きまりをもう１つ増やします。 

（きまり３）最長経路ができるだけ大きくなるように直線を引く 

上の例では，図２の直線の引き方は（きまり３）にしたがっていません。 

こうして，点が４個の場合，直線の本数と最長経路の関係は，図４のようになります。 

 

  図４ 

 

 

直線（本） ３ ４ ５ ６ 

最長経路 ３ ２ ２ １ 

 

次のページの問いに答えなさい。 
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（１）点が５個の場合の，直線の本数と最長経路の関係を，表に書きなさい。表はすべてつかうとは限りま

せん。 

 

直線（本）                

最長経路                

 

【練習用】 

 

 

 

 

 

（２）点が６個の場合の，直線の本数と最長経路の関係を，表に書きなさい。表はすべてつかうとは限りま

せん。 

 

直線（本）                

最長経路                

 

【練習用】 

 

 

 

 

 

（３）点が１００個で最長距離が５０となるような直線の本数は，何本以上何本以下ですか。 

 

 

 

 

（４）直線を３６１７本引くと最長距離が５０になり，３６１８本引くと最長距離が４９になりました。点

の個数はいくつですか。 
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点と直線の最長経路 （１）（２）解説参照 （３）１３２４本以上１３７３本以下 （４）１３３個 

 

（１）右の図①のように，最長経路のスタートとゴールになる点を決めて，４本の直

線で結びます。そして，下のように，ゴールとなる点を含むできるだけ小さな範

囲をとり，その内部の点をすべて直線で結び，続いて範囲を徐々に広げていきま

す。 

 

 

 

 

直線（本） ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 

最長経路 ４ ３ ３ ２ ２ ２ １ 

 

答えは次のようになります。 

 

直線（本） ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10         

最長経路 ４ ３ ３ ２ ２ ２ １         

 

  

最難関問題 

図① 

スタート ゴール 
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（２）（１）と同様に，右の図②のように最長経路のスタートとゴールになる点を決め

て，５本の直線で結びます。そして，下のように，ゴールとなる点を含むできるだけ小

さな範囲をとり，その内部の点をすべて直線で結び，続いて範囲を徐々に広げていきま

す。 

 

 

 

 

直線（本） ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

最長経路 ５ ４ ４ ３ ３ ３ ２ 

 

 

 

 

 

直線（本） １２ １３ １４ １５ 

最長経路 ２ ２ ２ １ 

 

   以上より，答えは次のようになります。 

 

直線（本） ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15     

最長経路 ５ ４ ４ ３ ３ ３ ２ ２ ２ ２ １     

 

 

（３）（１）および（２）で考えた手順は，点の個数がより多くなった場合もそのまま使えるので，点が 

１００個の場合は次の表のようになります。 

 

直線（本） 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 … 

最長経路 99 98 98 97 97 97 96 96 96 96 … 

 

最長経路が５０であるときの直線の本数は（９９－５０）＋１＝５０（通り）あり，そのうちで最も

多い本数は，９９＋（１＋５０）×５０÷２－１＝１３７３（本）なので， 

１３７３－５０＋１＝１３２４より，１３２４本以上１３７３本以下です。 

最難関問題 

図② 

スタート 

ゴール 
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（４）（３）に続けて考えます。点が１０１個の場合，直線が１００本で最長経路が１００の場合から始ま

り，最長経路が５０であるときの直線の本数は（１００－５０）＋１＝５１（通り）あるので，そのう

ちで最も多い本数は，１００＋（１＋２＋３＋…＋５１）－１（本）となるので，（３）で求めた 

１３７３本よりも，１００－９９＋５１＝５２（本）多くなります。点が１０２個の場合も同様にして，

１０１＋（１＋２＋３＋…＋５２）－１（本）となるので，点が１０１個の場合より， 

１０１－１００＋５２＝５３（本）多くなります。これをくり返していくので， 

１３７３＋５２＋５３＋５４＋５５＋…＋□＝３６１７となるはずです。 

   ３６１７－１３７３＝２２４４より，５２＋５３＋５４＋…＋□＝２２４４です。ここから□を求め

るために，１＋２＋３＋…＋５１＝１３２６であることを利用して， 

  １＋２＋３＋…＋□＝２２４４＋１３２６＝３５７０という式で考えます。 

（１＋□）×□÷２＝３５７０より，（１＋□）×□＝７１４０です。８０×８０＝６４００より，□

と□＋１は十の位が８の整数で積の一の位が０となるものと見当をつけると，８４×８５＝７１４０が

見つかります。□＝８４より，点が１００個の場合よりも，８４－５２＋１＝３３（個）点の数が増え

ているので，１００＋３３＝１３３（個）です。 

 

最難関問題 


